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1/4 以下に， 酒石酸溶液に対しては 1/2-2/3 に， 食塩水に対しては 3/4 以下にそれぞれ減少し，庶
糖溶液に対しては殆ど分泌が認められなくなった。以上の結果からの味覚刺激による反射性耳下腺分
泌には舌咽神経を介する信号が主導的役割を演じており，鼓索神経を介する信号は大して重要な役割
を演じていない事が推察できる。
次に，反射性耳下腺分泌量と舌咽神経活動量との聞には 4 種の味質の総てについて一定濃度範囲内
では正比例的関係が得られた。この事は舌咽干1}1経に信号が送られればその信号量に応じた反射性耳下
腺分泌が生じる事を推察させる。しかし単位信号量当りの反射性耳下腺分泌量は味質の種類によって
相違した。すなわちキニーネ溶液や酒石酸溶液の場合は単位信号量当りの分泌量が多く，次いで食塩
水の場合の分泌量が大で，煎糖溶液はこれら溶液中最も少量の反射性唾液分泌を生じさせた。
さらに，鼓索神経活動量と反射性耳下腺分泌量との関係から，どの味質についても鼓索神経に或る
程度以上の信号量が送られなければ反射性耳下腺分泌が誘発されない事が分った。
以上，味覚唾液反射における鼓索神経および舌咽神経の機能的役割を分析し，舌咽神経がこの反射
の求心路として主導的役割を果している事を明らかにした。更に舌咽神経を介する信号量と反射性耳
下腺分泌量との関係からキニーネ溶液および酒右酸溶液に対する単位信号量当りの分泌量が多く，食
塩水や熊糖溶液の場合は単位信号量当りの分泌量が少ないことが明らかになった。
論文の審査結果の要旨
本研究は，味覚唾液反射における舌咽神経ならびに鼓索神経の生理的役割を明らかにしたものであ
って，口腔生理学的に重要な知見であり，価値ある業績と認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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